







































                                                                
1
 ｢記憶」については、1980 年代末以降、戦争被害者の記憶から国民国家論での記憶、さらに脱国民国家論的な
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2
 伝説地=「記憶の場」を文化財として捉えて、保存・活用という視点からの研究としては管見のかぎりでは確










 ｢東京都文化財指定基準」（昭和 52 年 1 月 14 日 東京都教育委員会告示第 2 号）〔『文化財の保護』第 15 号
（東京都教育庁社会教育部文化課 1983年）129～132頁 所収〕。 
「伝説地」の文化財保護をめぐる動向と新たな取り組みについて 













都墨田区堤通2-16 区立梅若公園内 写真 1 参照）は1920年 3 月、東京府史的紀念物天然紀念物勝
地保存心得によって東京府の史蹟に標識され、同じくその能楽「隅田川」に登場する梅若丸の母親
の墳墓とされる妙亀塚（現・東京都台東区橋場1-28-12 区立妙亀塚公園内 写真 2 参照）は1925年 
6 月 6 日に史蹟名勝天然紀念物保存法によって仮指定されている8。また鶴屋南北の歌舞伎作品
「東海道四谷怪談」のモデルとなっていたお岩を祀っていたお岩稲荷神社の旧地とされる田宮稲荷
神社跡（現・東京都新宿区左門町17 写真 3 参照）は、1931年（昭和6）12月 2 日、東京府の史蹟
として標識されていた9。 




                                                                
5
 ｢東京府公報 東京府告示第 339 号」〔『文化財の保護』第 15 号（東京都教育庁社会教育部文化課 1983 年）
111～112頁 所収〕。 
6
 「史蹟名勝天然紀念物保存要目」（『史蹟名勝天然紀念物』第 4巻第 1号 8～9頁）。 
7
 「史蹟名勝天然紀念物保存要目中史蹟の解説（續）」（『史蹟名勝天然紀念物』第 4巻第 3号 45頁）。 
8
 東京都教育庁地域教育支援部管理課編『東京都文化財総合目録（平成二十六年度）』（2014 年 12 月）、東京都
教育庁生涯学習部文化課編『東京都の文化財 四 旧跡』（1992年３月）。 
9




 金山正好「文化財保護のあゆみ」（『文化財の保護』第 15号 14頁）。 
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11
 1952 年 4 月施行の東京都文化財保護条例（条例第 25 号）〔『文化財の保護』第 15 号（東京都教育庁社会教育
部文化課 1983年）112～114頁 所収〕の「附則」の規定による。 
写真３ 田宮稲荷神社跡
「伝説地」の文化財保護をめぐる動向と新たな取り組みについて 





















                                                                
12
 前掲注 10の金山論文（『文化財の保護』第 15号 15頁）。  
13
 1955年 3月 28日施行の東京都文化財保護条例（条例第 18号）〔『文化財の保護』第 15号（東京都教育庁社会
教育部文化課 1983年）114～117頁 所収〕の「付則」による。 
14
 東京都教育庁生涯学習課編『東京都の文化財 四 旧跡』（1992年 3月）7頁。 
15
 1976 年 7 月 1 日施行の東京都文化財保護条例（東京都条例第 25 号）〔『文化財の保護』第 15 号（東京都教育
庁社会教育部文化課 1983年）  119～129頁 所収〕。 
16
 東京都指定旧跡については、2000 年 3 月、東京都教育委員会で検討した条例改正案（骨子）の中でも取り上
げられ文化財として位置づけられている（東京都教育庁生涯学習部文化課編『21 世紀を展望した文化財保護
行政の指針』2000年 3月 31日）。拙著『地域文化政策の新視点－文化遺産保護から伝統文化の継承へ－』（雄
山閣 1998 年 9 月）では、旧跡を「無形の史跡」として保存していく意義と必要性を説いている。しかし現
在指定されている旧跡の中には明治の元勲の墳墓や軍人乃木希典関連遺跡、さらに赤穂浪士関連遺跡などの
ように戦前期の国民の思想教育に利用されたと思われる旧跡もあり（拙稿「文化財講座 赤穂事件とその旧
跡」（『東京の文化財』第 43号所収 1989年 12月）、その評価と取扱いについては文化財行政上の課題でもあ
る。高木博志氏は東京都の旧跡について「今日に残る名教的史蹟であり、戦前との歴史意識の連続性に支え
られている」と評している〔高木博志「第一次世界大戦前後の日本の文化財保護と伝統文化」（山室信一ほか
編『現代の起点 第一次世界大戦』第 3巻所収 2014年 6月）。 
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11
 1952 年 4 月施行の東京都文化財保護条例（条例第 25 号）〔『文化財の保護』第 15 号（東京都教育庁社会教育
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写真５ 読売新聞（2005年 8 月11日記事） 史跡等整備検討委員会の報告をうけて、東京都教育委
員会で旧跡の取り扱いを検討している時期に報じられた新聞記事。 
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という古社の境内地である（写真 6 参照）。 
勝淵神社の創建年代は定かではないが、元和元年（1615）、織田信長に仕え戦国時代の武将とし
                                                                
19
 三鷹市文化財保護条例（2006年 3月 30日条例第 8号）。 
「伝説地」の文化財保護をめぐる動向と新たな取り組みについて 




























                                                                
20
 ｢柴田勝家兜埋納」伝説の成立過程については、拙稿「『記憶の場』の形成と『歴史的環境』との関わりにつ
いて－勝淵神社の柴田勝家兜埋納伝説を事例に－」（『現代福祉研究』第 15号 2015年 3月）で詳述している
ので、ここではその論考の一部を要約して記述しておくことにする。詳細は拙稿の当該部分を参照のこと。 
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 三鷹市文化財保護条例（2006年 3月 30日条例第 8号）。 
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る。」との理由を付して、2012年 6 月 1 日三鷹市教育委員会定例会に提案し、文化財登録すること
について可決されている22。これによって2012年 6 月 6 日付けで柴田勝家の兜埋納伝説地である勝
淵神社境域全体が「柴田勝家兜埋納伝承地」として三鷹市の「史跡」に登録された。 
                                                                
22
 ｢平成 24年第 6回教育委員会定例会会議録」（平成 24年 6月 1日）。 
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21
 井上利明『戦国武将柴田一族と島屋敷』（1997年）。 
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三鷹市の登録史跡となった「柴田勝家兜埋納伝承地」は、早速『広報 みたか』（No.1479  
2012年 7 月15日発行）のトップページに 1 面を使って取り上げられた（写真 9 参照）。それによっ
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三鷹市の登録史跡となった「柴田勝家兜埋納伝承地」は、早速『広報 みたか』（No.1479  
2012年 7 月15日発行）のトップページに 1 面を使って取り上げられた（写真 9 参照）。それによっ
て「行ってみよう !  三鷹の歴史スポット」「新たな登録史跡 柴田勝家兜埋納伝承地から始まる
歴史散歩」との見出しで、「意外にも、市内の見慣れた場所に、豊かな歴史の物語が眠っている」
との解説を付けて当該伝承地周辺の文化財とともに紹介が行われ、市民への周知が図られている。 
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② 関連講座の開催 
































写真 11 エコミュージアム入門講座の受講風景 
「伝説地」の文化財保護をめぐる動向と新たな取り組みについて 





























組んできていた（写真17・18参照）。    
写真 13 「文化財連続講座」の受講風景 
現代福祉研究 第17号（2017. 3） 
 - 58 -
② 関連講座の開催 
































写真 11 エコミュージアム入門講座の受講風景 
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写真 15 勝淵神社例大祭での史跡登録報告会 写真14 勝淵神社例大祭のポスター 
写真16 「400年記念講演会」のポスター 写真17 兜埋納400年記念の幟旗 
写真18 兜埋納400年記念のステッカー
「伝説地」の文化財保護をめぐる動向と新たな取り組みについて 
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写真 15 勝淵神社例大祭での史跡登録報告会 写真14 勝淵神社例大祭のポスター 
写真16 「400年記念講演会」のポスター 写真17 兜埋納400年記念の幟旗 
写真18 兜埋納400年記念のステッカー
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さらに2015年は柴田勝家兜埋納400年にあたるとし、三鷹市主催の文化財講演会や勝淵神社氏子会
による幟旗やステッカーの製作が行われるなど、伝説地の文化財登録を契機に行政と地域とが一体
となった取り組みが行われており、伝説地=「記憶の場」を文化財登録することによって地域アイ
デンティティ醸成につながるような官民の活動など文化財保護にともなう新しい動きがでてきてい
ることを確認できた。 
このため「記憶の場」としての「伝説地」を文化財として捉え、その場所を指定または登録して
市民に認知してもらうことは、今日の文化財政策上極めて有効な施策の一つであるということを指
摘し、本稿のまとめとする。 
 
 
